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21世紀と探検

会長 大 野 正 夫

「探検 。探査の会」ができて 7年余りが立ち,歴史が作られつつあると感慨深いものが

あります.こ の4月 に生物学科の田沢先生が御定年になったお祝いの会が横浜であり,

久しぶりに先輩・後輩の方々に会いました。探検部出身者も数人が出席しており,一様

に元気が良く,少々顔・形が変わつていましたが,酒が入ると学生時代にもどり,寄付

金廻りに歩いたことや離島での生活などが話題になりました。「おう―,貴方も探検部

でしたか ?」 ということで,探検部出身者の輪ができました。やはり,同 じ釜の飯を食
った仲間という強い絆を感じたひとときでした.高松に後輩の松本君が香川銀行の取締

役部長でお りますが,中田君が栗田工業の四国支店長としてやつてきたので,一夜飲み ,

学生の気分に戻り楽しく過ごしました。ひょっこり先輩の伊東さんから手紙が届き,寺

島さんからは「知床は変わった !」 と写真を送ってくるなど,最近になって,探検部の

仲間との交流が活発になっています .

探検という言葉を発するのは,なにか気恥ずか しいものがありますが, しかし,その

響きは心地よいものです.60歳 の還暦を迎えようという時に,も う探検することはな
いだろうとは言われそうですが,人生いつまでも探検心を持たねばと心に念じており,

探検部の先輩,後輩との交流は,特別なものを感じる昨今です
日本は 21世紀に入る時に,"子育てと教育が国家存亡の鍵"と 大きな話題になって
おりますが ,大学もたいへんな問題をかかえております。身を置く高知大学では,授業

開始定刻に教室にいる学生は半分くらい,先生とすれちがって挨拶が出来ない者もおり

ます。大学院入試の面接に, Tシ ャツで席に座った学生に,「 ここをどこだと思う.も

う少し,ま しな服を着て来なさい」と言つたら, 同席の先生から,「良く言つて くれた」

とほめられました。近頃,ク ラブ活動に入る学生は極めて少なくなっております.周囲

にいる学生にどうしてクラブに入らないかと尋ねると,「人間関係が面倒 !」 とい返事

が返ってきました。女子学生に少し親切にすると,「セクハラーー」と訴えられますの

で,女子学生には,特に気をつけて接しなければなりません .

このような時代に,横浜市立大学探検部の存在は極めて大事であると思います.探検

部に入り同じ釜の飯を食い, 山の登り,川を下り,海を渡ることをなどをすることによ

って人との交わり方や探検心が身についてきます。探検部ですごす ことにより, 21世
紀の核となるひとに育てられると期待しております .

私は国際協力事業団 (」ICのから感謝状をもらいましたが,その理由は学生を青年協

力隊に送り込んだことや海外から研修生を招いたことのようです。学生達を南太平洋の

島やネパールに送った時に,両親が「大丈夫でしょうか」と心配顔で尋ねてきて,「大
丈夫ですよ.2-3年 で人間が変わつて帰ってきますよ !」 と元気づけると,「先生の
お話を聞いて,安心しました」と帰りましたが,「親不孝をさせて しまったな」と胸が

痛むこともありました。しか し,例外なく発展途上国で 2-3年 す ごすと,た くましい
体になり, いきいきとした顔をして帰ってきます.21世 紀がこころ豊かな世の中にな
るのには,探検的心をもった者が,よ り多く育つ ことだと思います .若き「探検・探査」
の会員に期待しております。



バーチャル・ リアリテイと探検活動の将来

幹事長  小森 享二

何だか大それたテーマを掲げてしまつた。 しかし、ここで言う探検活動とは大学探検
部に関わる人間が行うレベルの活動を意味することを冒頭におことわりしておく。

さて、21世紀はもう日前に迫つている。我々の探検部の活動も今世紀の後半 40年余り

続いてきた。その間、科学技術は急速に進歩してきた。そして、日覚しい情報技術の発達

によつてバーチャル・ リアリテイ即ち、仮想現実、人工現実感というそもそも言葉から矛

盾をはらんだような世界を作り出している。

私は探検という活動は未知の世界に生身の体を投入し、自分の五感を総動員 してその環

境、対象に向き合 うことだと考える。それとは違つてバーチャル・ リアリテイという世界は

人間本来の五感によって知覚するという行為そのものに対して、擬似的な経験と言われて

いるが、全く異なつた感覚を提供するものだと思う。そのような技術は使い方によつては

人間本来の感覚を鈍らせたり、失わせたりする可能性がありはしないだろうか。バーチャ

ル・ リアリテイが生み出される現代において現実と幻想の混同としか思えないような事件

が特に若年層で発生している。これはこのバーチャル・ リアリテイという世界が象徴する

最先端技術を生み出す時代背景と無関係ではないと思う。しかし、私は科学技術の進歩を

全面的に否定するつもりはない。安全性を高めるために、探検活動に衛星を利用 した世界

中どこからでも通話できる携帯電話、自分の位置がどこか瞬時にわかるナビゲーション・

システムなど私は大いに利用 していいと思つている。

このような科学技術の発達により地球はいっそう狭くなり、地球上には地理的に未知な

世界は存在しないと言われて久 しい。しかし、生身の人間が足を踏み入れていない地域は

まだ多く、また個人のレベルで考えれば、未知の世界は限りなく広がっている。私は 21
世紀になつても人間本来の欲求である未知の世界にわけいり、自分の眼で確認 し、肌身で

感 じたいという思いが人々を探検活動に駆 り立てることは変わらないと思う。

21世紀に向けてバーチャル・リアリテイにまつわるテクノロジーは益々進展するであろ

う。かつて「ハイテク、ハイタッチ」という言葉が使われたが、その意味はハイテクが加

速すればするほどハイタッチ (自 然な接触、ぬくもり)力 求`められるということである。

ハイテクの代表であるバーチャル・ リアリテイとは全く正反対なハイタッチ、即ち作り物

ではないナチュラルな知覚を求める探検活動は人間本来の感性を侵す脅威から逃れる手段

としても将来的に意味を持ち続けるであろう。

今夏、探検部の諸君がボリビアヘ河下りに出かけるという。未知の世界に挑戦する全員

がそれぞれ実り多き実体験を心の奥底に刻んで無事帰還することを期待している。



洞窟へ行こう。

関口 有佳里

洞窟がキライだという人がなかなか多いようだ。むしろ好きな人なんてほとんどいな

いのかもしれない。狭いし暗いし怖いだなんて、すぐにでも発狂できそうな要素がそろっ

ているし。私も別に洞窟が好きで好きでたまらないわけではないけれど、もしかしたらみ

んなには、そういう印象があるかもしれない。洞窟だけの合宿をしたり、地底湖が見た

い見たいと言つてるから。でも私だつて怖い。ヘッテンの電池が切れて一人取り残され

たどうしよう、とか、奥から何か出てきたらどうしよう、とか、地震が起きたら…口とか、想

像するだけでおかしくなれそう。けれど実際に行つてみて、いろいろな支洞を見つけたり

すると、自然の迷路みたいでなかなか楽しい。本当に迷つちゃ困るけど。それと、私の

中では洞窟探検はいかにも探検部らしい活動だと感じるから、魅了されるのかもしれな

い。

前にテレビのニュース番組の特集で、地底湖潜入みたいなのをやつていたことがあっ

た。たどり着くまでがかなリハードで、それだけ技術を持つている人はあんまりいないと

思われた。その分、地底湖にたどり着いたときの感動はすごいだろうと思う。エメラルド

グリーンに澄んでいて神秘的な地底湖、今すぐじやなくても、絶対いつか見てみたい。

そういえば高校の頃の友達が福島県のマイナーな観光洞窟に行つた話を思い出した。

まず入り口で半ズボンとサンダルに履き替えさせるらしい。それからガイドのおじいかア

ルバイトのお兄さんについて行くんだけれど、、むこうは慣れてるからさつさと行つてしま

つて、後から必死でついて行かないといけない。したは水が流れてるし、全身びちょびち

ょになって凍えながら、頭も打ちながならでとても観光洞窟とは思えないとんでもないと

ころらしい。ぜひ 1度行つてみたいものだ。
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自己紹 介

岡本 やすひろ

探検部に入部してそろそろ2年たつ。今までのことを思い返してみると、楽しかつたこ

とでいっぱいである。青木が原の樹海を横断したり、洞窟に入つたり、沢を登つたり、山

に登つたりいろんなことをした。1年の夏合宿は釧路川でいかだをつくつて川下りをした。

2年のときには九十九島湾をシーカヤックで渡つた。どれも探検部に入らなければ絶対

やらなかつたと思う。

しかし、私の心はまだ満足していない。思えば、私が入部したころ、探検部に対する

イメージは、宝捜しとか、秘境を探検したりという映画の“インディージョーンズ"の様な

ものだつた。が、実際にはそんなことはやらなかった。1年のときの夏合宿を選ぶとき、

アークを探す合宿もあったのに、結局は川下りの方を選んでしまった。私は当初抱いて

いたイメージを否定してしまつた。

最近そのことを考えていると、このまま卒業して満足できるのだろうか?いや、できな

いだろう、と思いはじめてきた。そこで、今何をしたいかというと、砂漠を横断したい。し

かもラクダにのつて。なぜこんなことを考えるようになつたかは思い出せない。だがそれ

を実行できたなら、もう思い残すことはない、と思えるのである。とそこまで思つていなが

ら計画はいつこうに進行していない。準備期間を考えると、そろそろ始めなければならな

い。頑張ろう。
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富 士 山 を案 内 して 10年 1965年卒 宮 崎 捷 二

彩 イ ギ リ 」ス A女 性 ラを 連 れ て

1990年 7月 4日 (水)～ 5日 (木)にかけての富士山行記録によると、小生以下 5

人で登っている。メンバーの 1人にルース0ウ ェスト (Ruth West)の 名が有る。当

時私の勤めていた群馬県立伊勢崎東高校に英語助手として赴任していたイギリス人女

性である。ルースの是非とも富士山に登ってみたいとの願望に、是非とも叶えてやろ

うと小生と同じ山岳部のもう一人の顧間と登山計画を立てる。夏休み時期だと混雑す

ると聞いていたし、イヽ生にとって言えば、この年の夏には横浜市大天山踏査の会によ

る “天山山脈 トムール峰登山隊 トレッキング班"に加わることになっていたしするの

で、急遠吾が高校の一学期末試験時を利用して実行に移すことにした。

7月 4日 、午前中の試験監督を終え、伊勢崎を 12:30に発つ。関越自動車道・鶴ヶ

島 ICから一般道を経て、八王子 ICか ら中央自動車道に入り富士吉田 ICで降りる。

途中食糧調達や自動車の トラブルなどもあり、時々の対向車のライトが黄色に滲む乳

色のガスのスバルライン、五合目に着いたのが 18:15。 雨・ ガスの動 く中 18:58に

歩き出す、馬の糞の匂いを感じながら。19:26六合目 “雲海荘"、 雲海が眼下に小規

模だが広がる。時にははっきり、時には霞んで小屋の灯が上方へと続いて見えるよう

になってきた。 “もうここいらで良いでしょう"20=34七合日、標高2720m“ 日の出

館"を宿と決める。文政 9年の銅の茶釜の下がる囲炉裏が、やや冷え湿った身体を温

めてくれる。江戸の寛政 3年からの開業だという。イヽ屋の客は我らだけ、持ち込みの

酒も土間での火器も許してくれる。

7月 5日 tこのイヽ屋は東を向いているから “日の出館"だとのこと。空が幾色にも

変わり棚雲の上に赤坊主出現を拝み、4:45頂上を目指し2日 目の歩行開始。しばら

く歩 くと一人が高山病の症状の頭痛と吐き気を訴えはじめる。返り見すれば眼下に富

士吉田の街、山中湖はちぎれ雲の下。時どきイワヒバリの声姿。八合目 3100mから

の山中湖は鏡のように眩しかった。若い ドイツ人男女が、そしてカリフォルニアから

の米国人男性が下って行 く。いつの間にか 5人 5様のペースで進む。 ドイツ人父子 3

人連れらが下つて行く。本八合目 3400mか らは勾玉の如く山中湖は静まる。久須志

神社頂上3720mに 8=38ト ップ着、喘ぎ喘ぎのラストは40分遅れだった。感激のルー

スと握手抱擁。お鉢巡 り発 9=54、 残雪の火口原、多数の宇宙線観測装置の鉛板あり。

10:40剣が峰3776血 に立つ。青を背に自く静まるドーム。お鉢巡りを終える頃、いつ

の間にか西方からの雲が上空を舞い始めている。12:15大鷲になった気分で、眼下に

広がる大空間に向かつて動き出した。



要穆

松林 孝憲

私が探検部に入部し山登りを覚えてから、今で7年が経つ。当時も月日が流れるにつれ山に対する憧れ

は、増していった。憧れは、国内から海外へ、スタンダー ドな山登りから極限の登山へと。

いろいろな登山思想にも影響を受けたのも確かだ。古くはママリズム。その中に潜む孤高な存在に酔

いしれた。だが中でも学生時代の私の頭を長らく支配したアルピニズムに最も強い影響をうけた。「鉄の

時代」を生きた当時のクライマーにあこがれ、ヒマラヤの巨峰を夢見、ヨーロッパアルプスやヒマラヤ

で行われた数々の登攀に自分を投射した。私は、今世紀からの登山、とりわけ岩登りの歴史やその潮流

への関心は人一倍強かったと思う。北壁 。無酸素・アルパインスタイル・ヨセミテ・厳冬期・フリー・

エイ ド・ナチュプロ。R・ T。 フロレス等々。ちょつとでもキーワー ドとなる1)のを見つけると、貪欲に

吸収し「やっばボル トよリナチュプロだよ―」と、早速使つて自分で 1)訳の分からないことを言つてい

た。しかし今冷静に考えると、私が大学生の時は 1)う アルビニズムなど声高々に叫ぶ輩なんて存在せず、

既に過去の物となりつつあるのが現実だった。第一に私自身、その実像がよく分かつていなかった。要

するに孤高の存在感をかもし出す浮き世離れした話に酔っていたのだろう。そしてカリスマ的雑誌、そ

の名もずばり「岩と雪」も事実上廃刊になったし・・。

ニセアルビニス トだった ?私は、一年ほどの山登り導入期間後、アルピニズムのセオリー通 り岩登 り

を初める.少 し前に吉見氏が登ったという理由だけで、このとき最初に目標 したのが北アルプスの屏風
岩ぅバー トナーも私もお互いズブの素人だつたので、手始めに数回の鷹取山での トレーニングを行った。

その次はクライミングの手引書を片手に御坂山塊三ッ峠での三泊四日の見様見真似のクライ ミング合宿。

そして次は当然のごとく屏風岩に向かったのだが・ 。しかしこれがいけなかったら岩登りの前日、時間

があったので屏風岩の偵察に向かつた 。・はいい 1)のの、この時それが人生で二番目に見た「岩」だつ

た。はんと、屏風の様にそそり立ち、登る前から大きな壁にブチ当たっていた。翌日の岩登りは、当然

敗退・・、ルー トを完全に見失つたあげく、しかも大墜落と浮石にはさまれ足に怪我というオマケ付き。

今日うと、まつたく何も知らなかつたぅ装備も技術も、何せこの時ザックの中には当時のマイ・バイブ

ル 文部省編 「高みへのスッテフJ力 ボ`ッカの石のごとく鎮座 していた。そんなことでこれ以来で屏風
岩には行つていない。

2年前から埼玉にいるが、ここにきた当初は「ダさいたま」と多少敬遠していた。 しかし2年も経つ

とここの魅力も徐々に分かりはじめ、今では埼玉 1、 「捨てたもんじゃない」とまで思うようになってき

た.その分かり始めた魅力の一つが、埼玉の川の存在である:今まで以上に川という1)の を意識 したこ

とはなかった=利 1根川・荒川と私の身近にこれらの川が存在する 埼玉を東西に移動すると、それらに架
かる橋を必ず通ることになり、その度に川は、私の想像力を刺激する。仕事をサボつて利根川の河川敷

に車を止めてイップク.目 の前を流れる利根川は、必ず最初の一滴から始まる。その一滴が大きく膨ら

み、この利根川の水はどこから来たのか、そこの世界は、どのようなところか、と私を束1激するて,迫 り

くる夕日と定時を気にしつつ t)、 一人タソガレる私 l―k、 利根川更にはその源流部・奥利根に思いを馳せ

る。

次はどこに行こうかと考える.そんな時、きまって頭をよぎるのが奥利根という言葉。この言葉に強
い憧れ {)持つようになってきた、)私の近くを流れる坂東太郎こと利根川は、上越国境の大水上山から一

滴が生まれ、千葉の銚子で大平洋に注ぐ.この利根川源流部を奥利根というのだが、定義ははっきりし

ていない.登山界で定義した場合、一般のそれより狭くダム湖の奥利根湖と楢俣湖を囲む山域となる様
だ。お隣の谷川岳や尾瀬は含まれない。このように限定されたせまい地域だが、この奥利根は私を魅了

7



してやまない。湿原・滝・渓谷・湖・山と、日本の自然が凝縮され、今だに色褪せない野生味が、そこに

ある。ちょうどお隣の谷川岳、尾瀬を明と捉えるなら、奥利根は暗、そして闇となるだろう。道なき稜、

深い森、渓の食い込み、幽玄を醸 し出しつづける。同じ利根川流域にありながらここまで相貌の異なる

山塊、どれも独自の魅力を保つてはいるが、奥利根はその中で 1)異彩を放ち、凛として存在する。

奥利根は、孤絶の地と聞くが、ここには峠を越える道というのが確かにあまり存在せず、昔から一般

の人間を拒絶し続けていた。あの黒部川を抱く後立山連峰でさえ昔から峠越えの道が存在 していたのに

である。また2000m前 後の山岳とはいえ日本の脊梁山脈であり、冬には非常に厳 しい気象条件になる。

その場所そしてその厳 しい気象条件が奥利根を今でも原始の香 りを漂わせる要因の一つとなっている。

幾分人の臭いが強くなった感のある日本の山岳の中でも珍しい存在の一つだと思うのしかしその奥利根

が今だに強烈な野性を維持できた最大の理由には、人間とのある一つの関わりを持つた、いや、持たさ

れたからだろう。過去に何度か人間との関わりによって生まれた転機が、確かに奥利根の運命を変えた。

明治の頃はまだ、利根川の水源調査探検が数回送り込まれたにとどまり、まだまだそこは深いベールに

包まれていた。しかし転機としての第一波が、昭和の初めの水上までの上越線開通とと{)に押し寄せた。

上越線開通は、谷川岳を身近な山「近くて良き山」とすると同時に、奥利根に t)多 くの人々を誘つた。

この時から奥利根で「登山」が本格的に行われ始め、旧制高校などの精力的な活動が記録に残る。これ

以後、日中戦争勃発の翌年まで奥利根での登山記録が残つている。話はそれるが戦時下での登山、これ

は、当時の人たちの情熱にただ平伏 してしまう。その後は世界大戦によって中断という形になったが、

やはり人々の情熱は失われてなかった。戦後は社会人山岳会によって組織的に奥利根が探られ、徐々に

そのベールを明らかにされていくら利根川の水源が確定されたのもこの頃だ。だがここに奥利根にとっ

て非常に大きな転機が訪れ、その後の運命を決定付けることになる。昭和40年の矢木沢ダム完成である。

ダムによって道が分断され、奥利根源流部には容易に近づけなくなってしまった。奥利根湖を船で渡る

か、殆ど消えかかつた長い湖岸道を歩くか、それしか入山の方法がない。まして冬はまさに孤絶の地と

なる。奥禾1根は皮肉なことに,原始の香りを文明がもたらした圧倒的な物量によって封印してしまった。

奥利根の原始の香りに憧れることは、ダムという、奥利根の中ではきわめて人間臭い、文明の産物も許

容せざるを得ない。ダムは、奥利根へのアプローチを厄介なものにし、また奥利根の野性を守る牙城の

ように私たちの前に答え立つ。

今まで奥利根について知ったようなことを書いたが、正直私は、本物の奥利根を知らない。今まで私

の視界の中に奥利根の山々が映し出されたことが、あるかもしれない。だけど私にとつて奥利根は未知

の領域、いや聖域でもある.,その東となりの山群・谷川岳なら何度もいつた。 しかし谷川岳から山稜を

一つ二つ越えたところに広がる奥利根、魅魅胆極が棲むという奥利根を、私は未だ知らない_触れたこ

とも見たこともない奥利根に対する私のイメージは少々誇大妄想に近いかもしれない 事実ほとんどの
谷は探られ、冬期において 1)主要 /th稜線は トレースされ続けている しかしそんなことはまったく問題
ではない.なぜなら、非情な事にあυ)ダムの存在が、結果として奥利根の存在を常に新鮮にしてくれる、.

奥利根がダムによって封印されたように、私の奥利根に対するイメージもいまだに浮き世離れした存在

として封印され続けている、

歳月が経つにつれ山岳への憧れが容を変えて変わるが、どの憧れ t)同時に私の中で存在 し、正直捨て

きれないでいる。未だにニセアルヒニス トである私は、ある思いを込めて、今年の夏北アルフスの屏風

岩に行こうと思う。始めて行った時から5年がたつたこあれからまだ一度 ()屏風岩を見ていない。今度

は大丈夫だろう.2度 目の屏風岩 憧れで終わらないために 1)_
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ブラジル通I
小嶋 健太

ブラジル人はピアーダが大好きだ。

ビアーダとは 日本語に訳せば
「小話」といつた意味合いで、なんかの集ま り

があると (仕

事の会議でも)そ れぞれ 自慢の傑作を披露 し、男 も女
も一緒に大笑いす る。

私の知る限 り、ピアーダの系統は大きく
2つ に分 けられる。一つはエ ッチ系のもので、

これが最 も多い。 も う一つが誰かスケープ
ゴー トを作つて小馬鹿にす るもので、多 くは旧

宗主国のポル トガル人がや り玉に挙げられる。

比較的面 白い物 を以下に紹介 してみよう。

小馬鹿系

その 1

アマゾンの奥地には、まだ人食い人種がいるら
しい。

ある時、一人のブラジル人がそんな彼 ら
の部落に迷い込んだ。

部落の中に一軒の売店がある。

フ トの覗いてみると、なんと人間の脳みそを
ビン詰めに して売っている。品揃 えは 日本

人・ ドイツ人・ポル トガル人だ。

ブラジル人は店主に尋ねた。

「君 らが人の脳みそを食
べるのはわかるよ。でも不思議なのは値段だね。

これを見ると安

ぃほ うか ら順番に 日本人・ ドイツ人
・ポル トガル人 となつている。 どう考えて も日本人

の

脳みその方が上等だ と思 うんだが。」

店主は答 えた。

「ゎかってないなお前は。 日本人の脳みそを見
てみろ。使い過 ぎで色艶が悪 くなつてるだ

ろ。 こんな物、高値で売れやせんよ。そ
れに比べて どうだい、ポル トガル人のや

つは。ま

るで新品同様だろ うが。」

その 2

3人 の犯罪者に独房禁固 10年 の刑が言い渡 された。彼 らは
10年 にの間、食事の受け渡

し以外、外界 との接触 を禁止 される。

これを可哀想に思つた刑務所の所長が言つた。

「それぞれ一つだけ望みを言え。なんでも聞
いてやろ う。」

そこで 3人の受刑者はそれぞれの望みを述
べた。

ドイツ人は言つた。

「俺はビールな しでは生きて行けま
せん。 どうか 10年分の ビールを下 さい。」

ィタリア人は言つた。

「女がいいです。女な しでは気が狂
つて しまいます。」

ポル トガル人が言つた。

「タバコを下 さい。それさえあれば他は何 も
い りません。」
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所長は望みをかなえてやつた。

10年後、晴れて出所の 日。

まずベロベ ロに酔 っ払つた ドイツ人が出てきた。

「ウィー ック。 ここはどこだ― ?天 国か― ?」

次にげつそ りやつれたイタ リア人が出て来た。

「もう俺は女なんかいらない…。」

最後がポル トガル人だが、彼は出て来るな り目を血走 ら
せて所長 に詰め寄 リー言叫んだ。

「すみません、ライター貸 して下 さい !」

エ ッチ系

その 1

あるところにパ ウロとマ リオ とい う、とても仲の悪い双子
の兄弟がいた。満 1歳 である。

マ リオは左側のオ ンパイを占有 していたが、パ ゥロはいつ もお母 さんの右側のオ ッ
パイ、

マ リオは常々これ を一人占め出来ないものかと考えて
いた。

考えつづけたマ リオはついに明案を思いついた。

「そ うだ、お母 さんのオ ッパイに毒を塗つておけば、
パウロのやつはイチコロだ。」

ある晩のこと、彼は右側のオ ッパイに密かに毒を塗 り
つけた。

翌 日目が覚めると、お母 さんがシクシクと泣いて
いる。マ リオは期待に胸 をふ くらませ

て尋ねた。

「どぅしたのお母 さん ?」

お母 さんは答えた。

「昨 日の晩、お父 さんが死ん じやつたのよ。」

その 2

双子の兄弟が居た。まだお母 さんのお腹の中である。弟
が尋ねた。

「ねえお兄ちやん。 もうす ぐぼく達外
へ出るみたいだけど、ちよつと不安だよね。 どんな

とこなのかな ?」

兄が言つた。

「そ うだな。 じやあちょつと俺が探検 してくるよ。」

しばらくして兄が帰つて来た。

「オイ、外はなんだかひ どい所だぜ。 ジメジメ湿
つている上に、そこらじゆうブ ッシユだ

らけだ。」

弟が言つた。

「そ うか―。だか ら時々ヘ ビが入つてくるんだ
ね。」

その 3

アメリカ人の 3人組がブラジルを旅行 していた。3人 とも
コン ドームを買いたかつたが、
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ポル トガル言吾がわか らな V｀。

一人が言つた。

「英語でなんとかなるだろ」

彼は金 を持つて薬局に入つて
いつたが、す ぐに戻つて来た。

「ダメだ。全然通 じない。」

次に 2人 めが金 を持つて入つて行つた。

「ゃっば リダメだ。身振 りでや
つてみたが、わかつてくれない。」

「しょぅがないな、まあ俺にまかせておけ。
」

自信満万で入つて行つた 3人 目だが、しばらく
す るとガ ックリ肩 を落 として帰つて来

た。

見ると金 も持つていない。

「どぅしたんだよ。金 も持つてな
い じやないか。」

けげんな顔の二人に、彼は うな
だれて説明した。

「俺は自分の持ち物を取 り出して、金
と一緒に台の上に置いたんだよ。そ し

た らあのヤロ

ゥ、自分の物 を ドシンと俺の横
に並べて一、それか らニヤ ツと笑つて金 を取

つていきやが

った。」

「ブラジル人の気質」

ブラジル人と聞いて、あなたはど
のようなイメージを思い浮か

べるだろう。

一般的には
「陽気」「いい加減」

「享楽的」「サ ッカー とサン
バが大好き」といつたところ

だろうか。この見方は、 日本人と
の比較においては大筋正解だと思 う。 し

か し実はこれ、

ブラジル国内における
「カ リオッカ (リ オつ子 )」 のイメージな

のだ。

日本 と同じで、ブラジルもやはり地域
事にそれぞれ気質の差異がある。

なにせ大きな国だ。

先 日天気予報を見ていて、妙な違
和感 を憶えた。

別に 日本の天気予報 と違いがある訳
じやなく、可愛いお姉 さんが

「アマゾニアは明 日晴

れるで しよう」とかやつている。

「でも、ちよつと待て。アマゾ
ニア州つていうと、

違和感の原因はこれだつた。

確か本州の 5倍の大きさがあるはず
…。」

日本の真ん中、長野あた りに
ポコンと晴れマーク

と言つているの と同じなのだ。ちな
みに隣にパラ州

があって 「明 日は日本晴れで しよう」

(本州の約 3倍 )は 曇 りになるらしい。

話 しを戻す。

当地で気質の話 しをす るとき、 よ
く引き合いに出されるのは

パ ウリスタ (サ ンバ ウロ州

人 )。 カ リオ ッカ (リ オ州人 )・
ミネーロ (ミ ナス州人)の 3者 である。ブラジ

ル経済の主要

引合に出されることも多い。
部分はほぼこの 3州 で占められて

いるので、

各州毎の特徴 を一言で言 うと、産
業のサンパ ウロ

°資源の ミナス・観光の リオ となる。

順に解説 していこうo
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まずはパ ウリスタ。

サンパウロはブラジル経済の中心で、 日系人の比率 も非
常に多い。だか らとい う訳でも

ないだろ うが、住民は (ブ ラジルに しては)勤勉
で、「仕事をす るな らサンパ ウ

ロ」と言 う

のは衆 目の一致するところだ。大阪と姉妹都市協定を結
んでいるが、む しろ東京の雰囲気

に近いc リオか ら出張 していくと、車が一列に並んで走つて
いることに感動 をおぼえる。

パウリスタの一般的なイメージは、勤勉
。ま じめ 。お金がすき

。合理的 といつたところ。

ただ しあくまでもブラジル国内比較において、である。

次に私の住んでいる地域住人であるカ リオ ッ
カ。

狭義のカ リオ ッカとは リオ市の住民に限 られ る。彼
らはブラジル国内においても特別視

され′てお り、その特徴 は歌にも歌われて
いるほどだ。イメージは最初に出てきたごとく享

楽的 。いい加減・陽気
。お洒落 と、パ ウリスタとは 180度 逆 となる。そ う言 えば

カ リオ ッ

カの歌には 「赤信号が嫌い」 とい う歌詞が最後に出
てきた。実際に歩行者 も車も、信号を

全然守 らない。

「仕事をす るな らサンパウロ」に対 して
「住むな らリオ」とい うのも、衆 目の一致する

と

ころである。風光明媚な リオは、確かにのんび り暮 らす
にはとてもいい ところだろう。

ミネーロはどうか。

ミナス州なんてほとんどの人が知 らないと思 うが、 リ
オ・サンパウロと隣 り合わせ にあ

る鉱物資源 を豊富に有する州で、経済規模はそ
れな りに大きいが、両者に比

べるとかな り

田舎である。気質 もその通 りで、無 口
・内気・思索的・ケチンボとなる (こ れ もあくまで

ブラジル国内比較である。 日本 と比
べた ら正反対になるかもしれない )。

ただ し「ミナス美人」とい う言葉があるくらいで、
ミネラル豊富な水で洗われた可愛い

お嬢 さんを大量に産出する。州都の
ベロホ リゾンテを歩いていると、 リオやサン

パウロで

はまず見 られない可憐な雰囲気の女の子を頻繁
に見かける。一説によるとここの男女比率

は 1:4と かい う話 しだ。その うち ミナスに移住 しようか と考えて
いる。

さてブラジル人はピアーダとい う小話が大好き
だЭ中にこの 3者の性質 を表 した作品が

あるので紹介 しよ う。

ある夜のこと、ブラジル全土が大停電にな
つた。 当然あた りは真っ暗であるG

その時 ミネーロは考えた。

「これはいいチ ヤンスだ。 ここは一つ、 日頃なかな
か出来ない思索にふけるとしよう。」

そ うして ミナス州では一晩の内に、哲学や
物理学の新 しい学説が生み出された。

一方カ リオ ッカは考えた。

「これはまた とないチヤンスだ。」

リオの夜 は奇妙なざわつきと供 に過ぎて行き、
10ケ 月後に大量の子供が産み落 とされ

た。

パウリスタはつぶやいた。

「しょうがないな 。」

彼 らはヨツコイシ ヨと立ちあが り、おも
むろに自家発電機のスイ ッチを入れた。
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「お尻 の話 し」

ブ ラジル人 の男 は女 の子 のお尻 が好 きだ。 そ
れ も大 きなヤ ツが好 きだ。

「ブンブン グランジ (大 きいお尻 )」 は
「ゴス トーザ (お い しそ う)」 なのだそ うだ。

胸の大きさはあま り気に しない。

逆に 日本人は、一般的にお尻よりも胸 を気
にす る傾 向があると思 う。米国 (一 こ

こに住

んでいると「アメ リカ」 と書 くのはちよ
つと抵抗がある)も 圧倒的に胸が優先だろ う。

先 日ブラジル人の友人 とお尻
・胸談義をしていた時のことだ。

何気なく「俺は 日本人だけど、重要な
のはお尻だと思 うぞ」と言つた ところ、友人は

「お

まえもブラジレイロ (ブ ラジル人の男 )と 一緒か
!」 と一声叫んで激 しく握手を求めてきた。

仲間 として認 められたよ うで少 し嬉 しか
つたが、実は私の 「お尻好き」は、彼 ら

の 「お尻

好き」とは少 し意味合いが違 う。

一般の 日本男子にとつてお尻は基本的にウ
エス トとセ ツトで鑑賞 され るもので、そこに

いたるまでのくびれ′が とても重要だろう。

しか し彼 らに とつての感心は徹頭徹尾
「お尻」、 しかもその

「大きさ」に集約 されてい

る。そ してそれにつながるウ
エス トにはあま り感心がないのである。 くびれて

いようが、

そのままズ ドンとつながつていよ うがあま り問
題 じやないのだ。

男がそ うだか ら、当然女の子 もウ
エス トの事なんか気にしない。だか ら街を歩

いている

と、へそ と一緒にたるんだお腹をさらけ出
した女の子達が、わがもの顔で歩いて

いる姿を

よく見かける。

女の子にとつては、 日本 よりも遥かに住みやすい地域かもしれな
い。
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ボリビア日本人移民 100周年記念
奥アヤゾン探検

1999年 2月 14日

主催・ボリビア100周年記念実行委員会

横浜市立大学探検部

駐日ボリビア大使館

15



今から100年前,南米ペルーに契約移民として渡り,期待とほど遠い現実の中にあつ

た日本人の一部は,当時のアマゾンリ:|に起こった天然ゴムブームに惹かれ,よ りよい条件

を求めアンデス山脈を徒歩で越えてアマゾンヘ入つた。さらには筏によリタンボパタ川 ,

マー ドレ・デ・ディオス川を下リボリビアのゴム栽培地域へと旅をし,最初の日本人ボリ

ビア移住者となった。

そして今年日本人ボリピア移民 100周年を迎えるにあたり,その記念行事の一つとし
て彼らが実際に旅した川を辿る。それにより100年前の多大な苦難に満ちた旅とそれを

行つた日本人の存在や彼らの持つていたエネルギー等,その歴史に光を当て,かれらに対

する敬意を表する。また同時に日本とボリビアのよリー層の相互理解・友好を深める。こ

れらを目的として,駐日ボリビア大使を中心とするマー ドレ。デ 。ディオス川下り実行委

員会によりこの川下りが計画された。

川下り隊は,駐 日ポリビア大使と横浜市立大学探検部員を中心とした, 日本人とポリビ

ア人の約 20名 により組織される。そしてペルー東部のアマゾン地域の中心地プエル ト・

マル ドナー ドより,マー ドレ・デ 。ディオス川を,約 6 0 0km下流に位置する100年前

に移民がたどり着いた地域の現在の中心地であるボリビアのリベラルタまでをり|1下 りの行

程とする。約二週間の日程で,時速 5 km一 日あたり行動時間 6時間のペースで手漕ぎカヌ

ーにより下る。

隊は8月 上旬にプエル ト・マル ドナー ドに集結し,当地にて現地調達分の食糧・医薬品・

装備の購入,最新の川に関する情報の入手,隊員の現地の気候へめ順応,隊全体での最終

的な救助訓練などを行い,服用したマラリア予防薬が有効になり次第出発する。

10艇のカヌーとボリピア海軍のサポー ト船からなる隊は,まず 1 0 0Lm下流の国境を

目指し,途中の川原で野営しつつ,出発より約 3日 でボリビアヘはいる.その後カヌーの

特性を生かして,時には本流を離れて支流を探検しながら,途中日系人の住む集落などを

訪れ,難所であるベルデ・カマチヨの 2つの瀬を越えて,出発より約 2週間で途中の集落

の中で最も大きいセナにつく。そこで食糧・水などの補給を受けた後,ゴールのリベラル

タまで約 1週間で下る。

リベラルタにおいて現地の日系人会による式典に参加した後,サンタクルスに空路移動

し,現在のポリビアにおける最も重要な日系入社会の 1つであるサンファン移住地を表敬

訪問し全日程を終える。

17



Ⅲl日 0時間行動、平均時速5km/hとして算出。
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ノ II 新 卿 第 瑯 便
―

「ず
在
靖
溝
湖
「
アー
‐「
ガ
ィ
川
■
明
「

横
浜
市
大
学
生
ら
挑
戦

南
米

・
ポ
リ
ビ
ア
に
日
本
人
が
移
住
し
て
今
年
で
百
周
年
に
な
る
の
を
記
念
し
て
今
夏
、
横

浜
市
立
大
学
探
検
部
、
ポ
リ
ビ
ア
駐
日
大
便
な
ど
日
本
、
ポ
リ
ピ
ア
両
国
の
メ
ン
パ
ー
二
十
数

人
に
よ
る
ポ
リ
ピ
ア
探
検
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。
山
岳
地
膏
に
あ
る
イ
ン
九
道
約
二
百
計
の
踏

破
と
ア
マ
ゾ
ン
の
原
始
林
地
帯
を
流
れ
る
川
約
六
百
♂
の
カ
ヌ
ー
に
よ
る
川
下
り
を
約

一
カ
月

が
か
り
で
行
う
。
日
本
人
に
よ
る
大
掛
か
り
な
同
国
ア
マ
ゾ
ン
の
探
検
は
今
回
が
初
め
て
の
試

み
、
と
い
う
。ト

レ

キ
ン
ク
す
る
イ
ン
力
道

％̈
％
形
ク％
多
％
％
″彩
％
笏
多
％
〃
％
杉
％
％
多
彩
多
笏
多
彩
多
〃
多
彩
％
笏
多
多
彩
％
％
％
％
％
笏
％
多
％
″

今
回
の
探
検
は
、
探
検
好
き

で
も

あ
る
同
国
の

エ
ウ
ド
ー

ロ

・
ガ
リ
ン
ド
駐
日
大

便
Ｔ
３
が

「
ポ
リ
ビ

ア
を
日
本
人
に
よ
く

知

っ
て
も
ら
う

一
助
に
」
と
企

画

、
昨
蕃
、
こ
の
話
が
現
地
の

新
聞
に
紹
介
さ
れ
た
の
が
き

っ

か
け
と
な

っ
た
。
南
米
と
の
貿

易
を
営

ん
で
い
る
同
探
検
部
○

Ｂ
が
探
検
部
に
伝
え
、
同
部

で

は

昨
年
、
現
地
の
下
調
べ
を
行

う
と
と
も
に
先
月
ま

で
に
同
国

や
日
本
の
外
務
省

の
協
力
を
取

り
付
け
た

。
計
画

で
は
探

破
隊

の
メ
ン
パ
ー
は
日
本
側
が
、
横

浜

市
大
商
学
部

二
年
の
片
平
吉

秀

さ
ん
０
９
＝
横
浜

市
綬
区
日

な
ど
同
探
検
部
部
員
十
人

、
中

央
大

二
人
、
拓
殖
大

一
人
の
学

生
十

二
人

、
ス
ボ

ン
サ
ー
の
鹿

児
島
の
酒
造
会
社
の
関
係
者
四

人

。
ポ
リ
ビ
ア
側
は
総
指
禅
を

務
め
る
ガ
大
便
、

ス
ポ
ー
ツ

マ

ン
、
海
軍
軍
人
ら
約

十
人
。
日

本
の

一
行
は
八
月
三
日
に
首
都

ラ
バ

ス
に
入
り
、
九
月

一
日
ま

で
の
期
間

で
探
検

に
臨
む
。

イ
ン
カ
文
明
な
ど
に
ち
な
ん

だ
イ
ン
カ
道
の
探
検

は
メ
ン
パ

ー
の
う
ち
約
十
人
が
参
加
。
八

月
六
日

こ
ろ
か
ら

二
泊

三
日
の

日
程
で
、
ア
ン
デ
ス
山
脈
の
真

ん
中
の
標
高

二
千

三
百
炉
前
後

の
山
道

三
百
計

（
チ

ョ
ロ
を
出

発
し
チ

ャ
イ

ロ
に
到
着
）
を
ト

レ

ッ
キ

ン
グ

で
踏
破
す
る
。
途

中
山
奥
に
暮
ら
す
日
系

の
者
人

宅
も
訪
ね
る

。

川
下
り
は
、
ポ
リ
ビ
ア
北
部

を
東
西
に
検
断

し
、
ア

マ
ゾ
ン

川
に
注

ぐ

マ
ド
レ

。
デ

・
デ
イ

オ
ス
川

を
約
六
百

ロ
キ
に
わ
た

っ

て
カ

ヌ
ー
で
下
る
も
の
。
八
月

一
日
、
ポ
リ

ピ
ア
国
境
に
あ
る

ペ
ル
ー
の
川
の
港

町

マ
ル
ド
ナ

ド
を
出
発
し

、
九
月

一
日
に
ブ

ラ
ジ
ル
と
の
国
境
の
町
リ
ベ
ラ

ル
タ
に
到
着
す
る
計
画

。
こ
の

コ
ー

ス
は

ア

マ
ゾ
ン
の
密
林
地

膏
の

一
角

で
、
当

初
の
日
本
人

移
住
者
ら
が
ポ
リ
ビ

ア
に
入
る

際
に
た
と

っ
た
道
に
も
な

っ
て

い
る
。
途
中
の
カ

ン
タ
ナ
ー
ル

湿
原
周
辺
に
は
よ
く

調
査
さ

れ

て
い
な
い
動
植
物
も
お

り
い
こ

の
調

査
も
行
う
。
探
検
隊
に
は

安
全
の
た
め
同
国
海
菫
の
船
が

付

き
添

う
。
ガ
リ

ン
ド
大
使
は
、

探
検
に
よ
る
友
好

交
流
を
医
げ

る
た
め
今
月
中
に
も

、
あ
い
さ

つ
の
た
め
横
浜
市
長

や
横
浜

市

大
学
長

を
訪
ね
る
。　
　
　
　
　
一

嬢き篭豊二壌

国
ム

夏
、
両
同チ．

△
フ
土
（

作
家
、
故
松
本
蒲
張
氏

の
代

表

作

「
点
と
繰
」
な
ど
の
直
筆

故・松本清張氏が月刊誌連載

「点と線」の直筆原稿発見
」TBの倉庫から650枚

Ｊ
Ｔ
日
の
倉
庫
で
見
つ
か

っ
た
作

家
、
故
松
本
清
張
氏
の
直
筆
原
稿

（Ｊ
Ｔ
Ｂ
提
供
）

一
（
一一「「一一「一「「「一̈
一̈一．一一一一一一一　一一　　．

一
　

・　
　

　
　

　
　

　

〓
■

＝
´
ム

■

に

′

原
稿
約
六
百
三

十
枚
が
こ
の
ほ

ど
Ｊ
Ｔ
Ｂ

の
埼
玉
県
新
圧
市
に

あ
る
倉
正

で
見

つ
か
り
、
同
社

は
北
九
州
市
の

「
松
本
清
張
記

念
館

一
に
寄
贈
す
る
こ
と
を
決

め
た

。

の
ほ
か
、
十
九

一　
　
　
　
　
　
　
回
連
載
さ
れ
た

小
説

「
時
間
の
習
俗
」
の
第
十

二
回
分
を
除
く
原
稿
や
、

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
旅
行
の
紀
行
文
の
原
稿

な
ど
も
寄
贈
さ
れ
る
。

昨
年
八
月
に
記
念
館
が
で
き

た

こ
と
を
機
に
、
同
社
が
未
整

贈
呈
式
は

三

月
二
日

、
北
九

州̈
市
役
所

で
行

・
■
わ
れ
る
。

一　
　

今
回
寄
贈
さ

・　

れ
る
の
は
、
Ｊ

一　

Ｔ
Ｂ
の
月
刊
誌

「
旅
」
に

一
九

本
不

一凝
塔
黙
班
九

Ｆ
ｙ
′
―
ｌ
ｌ
１
１
ヽ
い

（
県
企
業
庁
調

べ
、

３
日
現
在
）

(千ぽ )

水を大切にし、地球環境を守りまじょう
__   ′   二神奈川県企業庁水道局

一
Ｉ

＝́
Ｆ

ォ̈ヽ〓
一Ｉ
●
ず

れ
峯
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と
墾

ｌ
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に
〓
午

・
　

ｒ
一
　

の
第

一
、
二
、

一　
嗜
』
一̈
・
‐
」
‥
・

，
”
「
〓
‘
ｒ
一兼
一
一
　

五
回
分
の
原
稿

Ｉ
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リ
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一̈一
・
ヽ
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一

囚
思
一

南
米

・
ボ
リ
ビ
ア
ヘ
の
日
本
人
移
住
百
周
年
を
記
念
し
、
横
浜
市
立
大
学
探
検
部
の
学
生
た
ち
が
今
夏
、
ボ

リ
ビ
ア
の
山
岳
地
帯
や
ア
マ
ゾ
ン
川
上
流
の
マ
ド
レ

一
デ

・
デ
ィ
オ
ス
川
を
約

一
カ
月
半
か
け
て
踏
査
す
る
探

検
に
挑
む
。
駐
日
ボ
リ
ビ
ア
大
使
を
合
む
ポ
リ
ビ
ア
側
の
参
加
者
ら
と
総
勢
二
十
三
人
の
合
同
探
検
隊
を
結

成
。
百
年
前
に
移
住
者
が
た
ど
っ
た
苦
難
の
足
跡
を
追
う
か
た
ち
で
、
同
国
北
部
を
西
か
ら
東
に
流
れ
る
約
六

百
計
を
カ
ス
ー
で
下
る
。
学
生
た
ち
は

「川
下
り
を
成
功
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
現
地
の
人
た
ち
と
交
流
を
深

め
た
い
」
と
、
最
終
的
な
整
備
を
進
め
て
い
る
。

■1私■|「

|1黎11

機
ポリビアの地図を見て川下りのルートを確認する
横浜市大探検部の学生ら二横浜市金沢区瀬戸で

中
心
メ
ン
バ
ー
は
同
探
検
部

の
男
子
六
人
、
女
子
三
人
。
三

年
生
の
片
平
吉
秀
さ
ん
全
ｅ
＝

横
浜
市
緑
区
日
が
日
本
隊
の
隊

長
を
務
め
る
。
ほ
か
の
日
本
隊

の
隊
員
は
中
央
大
学
と
拓
殖
大

学
の
学
生
三
人
、
ス
ポ
ン
サ
ー

企
業
の
社
員
二
人
。
ボ
リ
ビ
ア

側
は
エ
ウ
ド
ー
ロ
・
ガ
リ
ン
ド

駐
日
大
使
含
０
ら
九
人
。

日
本
伊
代

。
中
大
商
学
部
教

授

（ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
近
現
代

史
）に
よ
る
と
、日
本
か
ら
ボ
リ

ビ
ア
ヘ
の
移
住
第

一
陣
は
、　
一

八
九
九
年
に
横
浜
港
か
ら
ペ
ル

ー
に
移
り
住
ん
だ
約
七
百
九
十

人
の

一
部
。
ペ
ル
ー
の
農
園
で

過
酷
な
労
働
を
強
い
ら
れ
た
た

め
、
陸
路
で
ボ
リ
ビ
ア
に
入

っ

た
。
そ
の
後
、急
し
ゅ
ん
な
山
や

川
、
密
林
を
命
が
け
で
乗
り
越

え
、
天
然
ゴ
ム
の
自
生
地
を
目

指
す
人
が
相
次
い
だ
と
い
う
。

計
画
に
よ
る
と
、
日
本
隊
は

八
月
二
日
に
成
田
空
港
を
出

発
。
先
遣
隊
六
人
が
五
日
に
ボ

リ
ビ
ア
と
の
国
境
に
近
い
ペ
ル

ー
の
プ
エ
ル
ト

・
マ
ル
ド
ナ
ド

市
に
着
き
、
情
報
収
集
な
ど
の

準
備
を
始
め
る
。
残
り
の
八
人

と
ボ
リ
ビ
ア
隊
は
、
首
都
ラ
パ

ス
郊
外
の
険
し
い

「
イ
ン
カ

道
」

（標
高
四
〇
〇
〇
―
二
〇

〇
〇
”
じ

を
三
日
ほ
ど
ト
レ
ッ

キ
ン
グ
し
た
後
、
十
四
日
に
同

市
で
合
流
す
る
。

十
五
日
か
ら
二
人
乗
り
の
カ

ヌ
ー
に
分
乗
し
、
マ
ド
レ

・
デ

・
デ
ィ
オ
ス
川
を
下
る
。
十
九

日
に
国
境
を
越
え
て
ボ
リ
ビ
ア

に
入
る
。
三
十
日
か
け
て
、
ブ

ラ
ジ
ル
と
の
国
境
に
近
い
リ
ベ

ラ
ル
タ
ま
で
行
く
。

昨
年
八
―
九
月
、
エ
ン
ジ
ン

付
き
の
船
で
視
察
し
た
片
平
さ

ん
に
よ
る
と
、
川
幅
は
百
五
十

１
二
百
研
く
ら
い
で
、
川
岸
の

多
く
は
密
林
に
覆
わ
れ
て
い
る

と
い
う
。
川
に
は
ピ
ラ
ニ
ア
や

毒

ヘ
ビ
が
生
息
。
資
機
材
運
搬

な
ど
の
た
め
、
同
国
海
軍
の
船

が
同
行
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。道

中
、
日
本
人
移
住
者
を
訪

ね
て
親
交
を
深
め
る
ほ
か
、
ボ

リ
ビ
ア
隊
は
川
の
水
質
調
査
も

す
る
。

ガ
リ
ン
ド
大
使
が
昨
春
、
川

下
り
の
企
画
案
を
ボ
リ
ビ
ア
の

新
間
に
載
せ
た
こ
と
が
今
回
の

探
検
の
き
っ
か
け
だ
っ
た
。
当

時
、
南
米
と
の
貿
易
に
携
わ
っ

て
い
た
探
検
部
Ｏ
Ｂ
が
記
事
を

見
つ
け
、
現
役
部
員
に
知
ら
せ

た
。ボ

リ
ビ
ア
大
使
館
に
よ
る

と
、
現
在
、
同
国
に
い
る
日
系

人
や
日
本
人
移
住
者
は
約
二
万

人
。
ガ
リ
ン
ド
大
使
は

一
九
九

七
年
に
ペ
ル
ー
北
東
部
で
川
下

り
を
し
て
い
た
早
稲
田
大
学
探

検
部
の
学
生
二
人
が
兵
士
に
殺

害
さ
れ
た
事
件
を
挙
げ
、

「今

回
の
川
下
り
を
成
功
さ
せ
、
現

地
の
安
全
面
や
自
然
の
素
晴
ら

し
さ
を
日
本
人
に
訴
え
た
い
」

と
言
っ
て
い
る
。

片
平
さ
ん
は

「大
自
然
に
向

か

っ
た
百
年
前
の
人
た
ち
の
熱

意
を
体
感
し
た
い
一
。
三
年
生

の
福
栄
太
郎
さ
ん
２
９
Ｈ
同
市

金
沢
区
＝
は

「ポ
リ
ビ
ア
を
よ

く
知
る
こ
と
で
、
日
本
や
自
分

を
見
つ
め
直
し
た
い
」
な
ど
と

話
し
て
い
る
。

燕月、市大探検部員ら

カヌーで約 1カ月 移ヽ住者訪Fntも
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98年 度 探検部活動報告

マk野川合宿 4月 29日 ～ 5月 2日 荻野諭 末永真雅 本間俊一 熊原武博 中村淳一
訴入生歓迎合宿 in樹海 5月 14日 ～ 17日 岡本安洋 関口有佳里 本間俊一 千葉香澄 末永真瑾

塚本裕美 高井主税 室小野イと 片平吉秀 大石亜希可
中村淳一 熊原武博 小山久美子 門間奈々 本多肇
谷勝由香 野呂亜希子 若生啓

荒川激流下 り 5月 30日 ～ 31日 荻野諭 平塚洋介 高井主税 本多肇
三浦半島 1周 サイクリング 6月 ]9日 岡本安洋 末永真雅 榎本幸恵 谷勝由香 下田麻衣
弓波川本流沢登 り 7月 2日 ～ 3日 片平吉秀 末永真雅 門間奈々 室小野花 本間俊一

若生啓  谷勝由香 谷口剛史
呼波川小室川谷沢登 り 7月 4日 ～ 5日 岡本安洋 片平吉秀 熊原武博 千葉香澄 本多肇

野呂亜希子 下田麻衣 戸田亮介
工戸川川下 り 8月 1日 ～ 2日 片平吉秀 本問俊一 本多肇 若生啓 中村淳一
尺塩ノ‖り|「下り 8月 9日 ～ 18日 片平吉秀 熊原武博 本間俊一 本多肇 若生啓
|ヒ海道 白転車ツー‐リング 8月 16日 ～ 25日 岡本安洋 榎本幸恵 下田麻衣 谷勝山香
三久島登山合宿 8月 22日 ～ 24日 関口有佳里 荻野諭 塚本裕美 高井主税 中村淳一
更合宿 IN六島 8月 27日 ～ 30日 高井主税 関固有佳里 塚本裕美 中村淳一 門間奈々

小山久美子

拠アマツン偵察隊 8月 29日 ～ 9月 20日 片平吉秀 熊原武博

菊アルプス合宿 (北岳～聖岳 ) 9月 5日 ～ 14日 若生啓 平塚洋介 星川亮
涎秩父登山合宿 10月 23日 ～ 26日 岡本安洋 熊原武博啓 若生啓 野呂亜希子 千葉香漁
颯TB合宿 11月 ]2日 中村淳一 岡本安洋 室小野花
倉沢鍾γL洞 12月 13日 関固有佳里 中村淳一 室小野花 門間奈々 下田麻養

若生啓 本間俊一 松林孝憲
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会員の近況

総会出欠のはがきの近況欄に書いた方です。

宮崎捷二さん  返事遅れてごめんなさい。やりくりをしてみても、出席が無理になり
ました。元気で山岳部のコモンをやつています。 1年生の担任となり
やや多忙です。みなさんによろしく。インカ・アマゾン川下りの計画

は順調ですか。

師井佳子さん  不景気なので比較的ゆったりと過ごしています。 (で も土曜日はしご
となのです )。 ユーゴ情勢を見るにつけ、早く人類が過ちに気づくよ

う祈るような気持ちです。ボリビア、どうぞ気をつけて、いつてらし

て下さい。

野口道章さん  本年度より勤務地が名古屋より静岡に変わり、現在平日は静岡市にて
単身赴任の生活をしております。

ご無沙汰してお りますが、みな様お変わりございませんか。春になり

ましたので、また少しずつ トレーニングを始め、夏山に向けて調整し

ようと思つている今日今頃です。

( E―mairu MichiakioNoguchi@fujiXerOxoc01p )

星り:1 亮さん  今年は修士の 2年です。ヨ在就職活動中のため今回の総会には出席で
きないと思います。

大下好憲さん  磯釣 り。自転車 (ロ ー ド・MTB)でのサイクリングと忙しい。
今年 2/10黒 鯛 4 2cm釣った。自転車は、や り始めて 8年 目に入つ
た。体力のオ トロエはイカンともしがたいが、まあ月間日標 400h
は達成したいっ

昨年 350hの 実績あり。尚最初の始めた年は 1万h年間で走った。

大槻英二さん   この 4月 で勤続 10周年。 2週間の体暇が取れるはずなのだが、どう
なるのだろう。

( E―mall e覇 1.otSu題@nifty・nelp )

浅香辰也さん  会社勤め 13年 目に入 ります。「現場、現実、現物、原理、原則、
人間」 (61デん主義)の大切さを続々実感しております。
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禅洲 茂さん  仕事 (売 上)厳 しいです。会社 (ヤマハ)も きびしいです。社員とし
て、企業として、どう生き残るかを実感しております。

皆様方のご健勝をお祈り申し上げております。

水尾寛己さん  昨年 7月 に旭区から南区に引つ越 ししました。皆様のご活躍とご健勝
を祈念します。

塚本義久さん  子供と年 1回キャンプをする程度で、すっかりおとろえてしまいまし
た。現役のみなさんがうらやましい。

小森享二さん  会社に入つて 27年になります。そして長女がやっと大学を卒業 して
会社つとめを始めました。不思議なもので、子供が社会人になると

自分はジタイアしたくなります。しかし、まだ大学 2年 と高校 2年の
娘がいますので、しばらくは幸抱しなければと考えています。

田村康一さん  3月 末より社会復帰し、東京都民となりました。
( E―mall  koichi― tの kc4.so‐net.nelp )

その他、近況報告はありませんでしたが、出欠のはがきをいただいた方です。

紙 村  徹 さ ん (E―Hail b轟 mura@紀 ko卜 CCn.acjp)

小島 広海さん 、松林孝憲さん、高松康夫さん、川尻哲夫さん、折井亮夫さん
小嶋健太さん、小原昌史さん、河合武臣です。

会 員の三浦研 さんがホームペー ジを作 って くれ ま した。

掲示板 には若手 OBの 他 、幹事長の小森 さん、現役部 員の書 き込み もあ ります。

(チ ヤ ッ トと他 大学の探検部 リンクもあ り)

一度 のぞ いてみ て下 さい。

http://www gld mmtr or jp/″ miura― kr/cgi一 bin/minibbs cgi
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1999年  探検 。探査の会 総会報告

1.開催日。会場
。1999年 4月 24日 (土)14時 ～
2.出席者
。河合、高松、小森 (享 )、 川尻、田村、佐々木 (仁 )、 松林 (OB)
。本間、佐藤明 (現役 )

。その他、欠席ハガキの委任状を合わせると会員数の 3分の 1に達し、総会成立。
3.会員数等
・ 98年度初め :72名
。年度途中退会者 :1名 (坂井善久氏 :1979年 入学)
。99年度新規入会者 :1名 (金子哲也氏 :1994年 入学)
→現役のOB会担当者に、新卒業生に対しての入会手続き、初年度会費徴収等を行っ
てもらう。

4.探々会活動報告
。会報『探検・探査』の発行。

5.会計報告
。別紙 「会計収支報告」を参照

6.現役活動報告
・別紙 「1998年 度探検部活動報告」を参照。
・ 98年度は、新入部員が 5名入ったが、うち 3名が退部した。
7.役員改選について
。会長は引き続き大野氏に依頼する。

・幹事長 :小森享 (留任 )、 事務局長 :川尻、会計 :佐々木 (仁 )、 会計監査 :鈴木広

視

。そのほかの役員として、河合 :会報担当、田村 :会報補佐、

高松 :渉外 (大学との連絡調整)、 松林 :連絡調整 (現役部員との連絡 )

8.その他
。現役ボリビア遠征計画 :OB会側の緊急時の窓口として、佐々木 (仁 )、 松林。
・ 40周年文集 :原稿の集まりが悪い。淡々と進めていく。
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/θθθ年度 深検探査の癸 会計収支幸辰告

(1998年 4月 1日 ～199J年 3月 31日 )
9

a)収    入

費 収 入
自

〈
本
　
和剣

◆
　
◆

(単位 :円 )

92,000

295

r14/)

i rlr

b)支   出

4Jl

コ ピ

文

会

会 報

そ

代

代

具

費

費

他
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社
誡

嚇

の

◆

◆

◆

◆

◆

◆

921295

23,600

330

3,570

4,755

36,309

262

e rlr

c)単 年 度 収 支

(〒 a― b)

d)前年度繰越金

e)収  支  計
(=c tt d)

68,826

23,469

181,092

204,561

(翌年度へ繰り越し)
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編 集 後 記

探検・探査の会が支援を呼びかけた大きなイベントは、今月号の内容にもあるように

学生部を主体に進められている南米ボリビア探検である。日本人移住 100周年を記念
してボリビア駐日大使の協力も得てインカ道、アマゾン下りを行 う。日本隊 :ま市大、中

央、拓大、酒造会社員など混成チームである。ボリビア側も参加する。無事で成功し目

的を達成されんことを期待したい。

原稿を寄せていただいた方ありがとうございました。遅れましたが第 7号をお届 :すい

たします。会員のみなさんの健康とご活躍をお祈りいたします。

探検・探査の会 会報誌 第 7号

発行 横浜市立大学 探検・探査の会

代表 大野正夫

1999年 6月




